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   A case of leiomyoma of the kidney is reported. A 57-year-old man with the chief complaint 
of right back pain was consulted to our hospital. Abdominal computed tomography (CT) 
demonstrated a right renal tumor. Right renal angiography revealed a hypovascular lesion. Under 
the diagnosis of right renal tumor, right radical nephrectomy was performed. Gross evaluation 
revealed a well encapsulated solid mass. The tumor was  48  x  43  x  42 mm in  diameter and a hemor-
rhagic region was present. Microscopically, the tumor was composed of interlacing bundles of 
spindle cells. Diagnosis was leiomyoma of the kidney. 
   We reviewed 42 cases of renal leiomyoma reported in the Japanese literature. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 40: 519-523,1994)
















現症:身 長170cm,体重73kg・前 頸 部 に手 術 痕 を
認 め た.腹 部 に腫 瘤 を触 知 せず,理 学的 所 見 に異 常 を
認 め な か った.
検 査成 績:検 血,血 液 生 化学 に異 常 を認 め な い.検
尿 は,潜 血(一),糖(一),蛋 白(一),沈 渣 に異 常
を認 めず,尿 細 胞 診 は 陰性 で あ った.
腹 部US=右 腎 下極 に,腎 実 質 よ りもや やhypoe-
choicな,径5cm大 の腫瘍 陰影 を認 めた.
X線 検 査:IVPで は,右 中 腎 杯 か ら 下 腎 杯 が わず
か に圧 排 され て い た.腹 部CTで は,右 腎 に,側 方
へ 突 出 す る境 界 明 瞭な,円 形 の腫瘍 陰 影 を認 め た.腫
瘍 内部 に は,一 部 にlowdensityareaを認 め た が,
他 の部 位 は均 一 で,造 影 に て,わ ず か にenhanceさ
れ た(Fig.1).右腎 動 脈造 影 で は,右 腎 中部 か ら
下 部 に,比 較 的 血管 増 生 の乏 しい 腫瘍 陰 影 を 認 め た
(Fig.2)。



















































































染 色 す る モ ノ ク ロー ナル 抗 体 を用 いた 染 色法 で あ る.
電 子 顕 微 鏡的 に は,平 滑 筋 細 胞 に 特 徴 的 な,dense
patchとactomyosin丘berが確認 され た.
以 上 よ り,腎 平 滑筋 腫 と診 断 した.術 後 経 過 は順 調
で,21日 目に 退 院 し,1年2ヵ 月 を経 た 現在,再 発 ・
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